
 

 

 東京都立 南平 高等学校 全日制 課程  普通   科 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 
（１学年） 
１単位時間の時間（５０）分                     

学

期 

月 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

一

学

期 

 

７ 

月 

 

 

・「私はどのよ

うな学びに興

味を感じるの

か？」①-1 

・学生図鑑「MISSIONチャレンジ」を利用

して自分がどのような学びに興味を感じ

るのか考える。 

 

・自分がどのような学び

に興味を感じるのか考え

ている。ワークシートに

よる評価。 

２ 

夏

季

休

業

期

間 

 ・「私はどのよ

うな学びに興

味を感じるの

か？」①-2 

・学生図鑑「MISSIONチャレンジ」を利用

して、実際に大学を訪問して、自分がどの

ような学びに興味を感じるのか体験的に

考えを深める。 

・実際に大学を訪問し

て、自分がどのような学

びに興味を感じるのか考

えを深めている。ワーク

シートによる評価。 

４ 

二

学

期 

９ 

月 

 

 

・「私はどのよ

うな学びに興

味を感じるの

か？」② 

 

・「逆引き大学辞典」を利用して、大学に

おける研究領域を社会の様々な課題とつ

なげて考え、自分がどのような領域の学

びに興味を感じるのか考えを深める。 

 

・大学における研究領域

を社会の様々な課題とつ

なげて、自分がどのような

領域の学びに興味を感じ

るのか考えを深めている。

ワークシートによる評価。 

１ 

 

12

月 

 

・「私は地域と

連携しながら

防災活動にど

のように関わ

るのか？①」 

 

・「普通科の高

校生がなぜ探

究的な学びを

するのか？」 

 

・振り返り 

 

 

・日野市消防署による防災訓練、日野市社

会福祉協議会による防災ワークショップ

による体験的な学びを通じて、自分自身

が防災活動にどうかかわるのかを考え

る。 

 

・有識者による講演を聴いて、生徒一人一

人が、なぜ普通科高校生が探究的な学び

を行うのかについて自分なりに考える。 

 

・哲学対話による対話を通じて、講演内容

を振り返り、自身の思考を深める。 

・振り返りシートへの記入を通じて、個人

で振り返る。 

・地域と連携しながら自

分が防災活動にどのよう

にかかるのか考えてい

る。振り返りシートによ

る評価。 

 

・なぜ探究的な学びを行

うのか自分なりに考えて

いる。振り返りシートに

よる評価。 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

三

学

期 

３ 

月 

・「私は地域と

連携しながら

防災活動にど

のように関わ

るのか？②」 

 

・「探究課題を

発見する（ウォ

ーミングアップ・

プログラム）」 

 

・私はどのよ

な学びに興味

関心があるの

か？」 

・日野消防署による上級救命講習を通じ

て、実際に災害が生じた際に活用できる

知識とスキルを身につけ、自分自身が防

災活動にどうかかわるのか考えを深め

る。 

 

・日本科学未来館が作成する「探究学習プ

ログラム」（6 時間相当）を利用して、自

身の興味・関心に沿った課題を発見する

プロセスを体験的に考える。 

 

・個人またはグループで実際に大学を訪

問して、大学における研究領域とつなげ

て自分がどのような学びに興味があるか

考えを深める。 

・地域と連携しながら自

分が防災活動にどのよう

に関わるのか考えを深め

ている。振り返りシート

による評価。 

 

・自身の興味関心に沿っ

た課題を発見している。

ワークシートによる評

価。 

 

・大学の研究領域とつな

げて自分自身がどのよう

な学びに興味関心がある

かについて考えを深めて

いる。（振り返りシートに

よる評価） 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

４ 

時間数

の合計 

   

 
35 

(体験 14) 



 

 

 東京都立 南平 高等学校 全日制 課程  普通   科 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 
（２学年） 

１単位時間の時間（５０）分                     

学期 月 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時

間 

一 

学 

期 

 

 

 

 

 

７ 

月 

 

 

・年間プログ

ラムの共有 

 

・課題の発見 

 

 

・行動計画の

作成 

・目的、方法、１年間の流れを教員

が説明する。 

 

・ワークショップを通じて、自分自

身が探究したい課題を見つける。 

・探究したい課題が共通する者でチ

ームをつくり、または個人で夏季休

業期間中の行動計画を作成する。 

・目的・方法・流れを理解で

きている。振り返りシート

による評価 

・自分自身が探究したい課

題を見つけられている。ワ

ークシートによる評価 

・行動計画を作成できてい

る。ワークシートによる評価 

１ 

 

 

２ 

 

 

４ 

夏 季

休 業

期間 

 

７

・

８ 

月 

・行動計画を

検証・実践する

体験的活動。 

・チーム又は個人で、行動計画表に

基づいて、体験的な活動を行い、各

個人で報告書を作成する。 

・行動計画表に基づいて体

験的な活動を行っている。

報告書による評価。 

4 

 

二 

学 

期 

 

1

0 

月 

・地域課題研

究①課題の発

見と行動計画

の策定 

 

・地域課題研

究②現地調査 

 

 

 

・振り返り 

・チームで課題を設定し行動計画を

策定する。 

 

 

・修学旅行先(関西方面)で行動計画

に基づいて、チーム又は個人で課題

の検証実践活動を行い、個人で報告

書を作成する。 

 

・地域課題研究を振り返り、まとめ

のデジタルポスターを作成する。 

・課題を設定して、課題をふ

まえた行動計画を作成でき

ている。ワークシートによ

る評価。 

 

・行動計画に基づいて検証

実践活動ができている。報

告書による評価。 

 

・振り返りができ、デジタル

ポスターを作成できてい

る。ポスターによる評価。 

２ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

２ 

 

１

２ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

・ポスター作

成 

 

 

・クラス内ポ

スター発表 

 

 

・学年全体発

表 

 

・探究論文作

成① 

・チーム、または個人で夏季休業期

間中の探究活動をまとめたデジタ

ルポスターを作成する。 

 

・各クラス内で、チーム又は個人がプ

ロジェクターでポスターを発表する。 

 

・体育館で、各クラスから推薦され

たチーム又は個人がプロジェクタ

ーでポスターを発表する。 

 

・教員が探究論文の作成について説

明する。 

・デジタルポスターを作成

できている。ポスターによ

る評価。 

 

・ポスターの発表ができてい

る。発表及び相互評価シート

による評価。 

 

・発表及び相互評価シート

による評価。 

 

 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

 

 

２ 

 

 

 

１ 

三 

学 

期 

 

３

月 

 

・探究論文提

出 

 

・年間振り返

り 

 

・探究として

のキャリアデ

ザイン 

・探究論文を提出する。 

 

・「哲学対話」により、対話を通じて

年間の探究活動を振り返る。 

 

 

・講演＋ワークショップ「探究とし

てのキャリアデザイン 10 年後の

仕事と暮らしを想像する。」 

・探究論文が提出されてい

る。論文による評価。 

 

・振り返りができている。振

り返りシートによる評価 

 

・10 年後の仕事と暮らしを自

分なりに想像できている。振

り返りシートによる評価。 

 

 

 

2 

 

 

 

2 

配当時間

数の合計 
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 東京都立 南平 高等学校 全日制 課程  普通   科 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 
（３学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

 

一 

 

学 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

 

 

 

学習活動 

調査・研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 

発表 

 

 

 

○キャリア教育を実施する 

・生徒の興味・関心に基づき、 

 適切な進路課題を設定させ

る。 

 

・それぞれの進路課題に基づ

き、職業・上級学校・学部・

学科・学問分野についての調

査研究を行う。方法としては、

学校図書館やインターネット

の活用、フィールドワ―ク、

自己表現の工夫など、多様な

方法で取り組む。長期休業中

や放課後を利用した活動が出

来るように工夫する。 

 

・長期休業に向け、これまでの

活動の自己評価を行いなが

ら、ポスターセッションなど

の発表を行う。１学期を振り

返り、まとめる。 

次の観点に基づき、評価

する。 

 

(1)適切な課題を設定し

ている。自ら学び、主体

的に課題を解決する資

質や能力が高まってい

る。 

 

(2)長期休業中や放課後

に積極的に調査･研究が

できている。 

 

(3)学習活動に意欲的に

取組み、自己の在り方、

生き方を考える素質が

養われている。 

 

(4)自主的な学習によ

り、学習成果が上がって

いる。 

 

(5)１年間の成果をまと

めることができている。 

 

毎回のレポート作成や

観察、自己評価や相互評

価により、生徒にどのよ

うな力が付いたか上記

の観点から評価する。 

４ 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

二 

 

学 

 

期 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

 

学習活動 

調査・研究 

 

 

 

 

学習活動 

調査・研究 

 

 

自己評価 

中間発表 

 

 

・長期休業中に自身の活動で得

た成果を確認し、進路課題設

定を行い、職業や上級学校・

学部・学科・学問分野につい

ての調査研究を引き続き行

う。 

・５月６月と同様に学習を継続

する。 

 

 

・学習活動が出来たかを、評価

計画に基づき自己評価しなが

ら、卒業に向けて総まとめの

準備に入る。高校での教育活

動の意味及び自己の将来への

関連性を理解する。 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

３ 

 

三 

学 

期 

１ 

２ 

３ 

 

学習活動 

まとめ 

発表 

・自己の具体的な進路と結びつ

いたかどうか、成果を確認し

まとめ、発表する。 

  

３ 

１ 

配当時間

数の合計 

   ３５ 

 

 

 


